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譲

報

O
第
五
回
研
究
後
表
合

昭
和
八
年
、
正
月
二
十
七
日
(
土
)
午
後
二
時
よ
り
、
漢
文
塾
研
究
室
に
於

て
、
本
撃
曾
第
二
年
野
頭
の
研
究
溌
表
曾
が
行
は
れ
た
、
諸
橋
・
内
野
・
森
本
・

熊
故
・
田
口
・
寺
田
の
務
先
生
を
始
め
曾
員
約
四
十
名
の
列
席
を
待
て
左
詑
護

表
を
傾
聴
し
た
。

一
、
淡
文
数
授
に
就
い
て
の
所
戚

周

波

文

男

氏

氏
は
本
事
第
一
回
の
先
湖
北
で
、
現
衣
府
立
第
一
一
一
部
業
率
校
に
奉
職
し
て
を

ら
れ
、
そ
の
質
際
漢
文
敬
授
に
蛍
っ
て
櫨
験
さ
れ
感
じ
ら
れ
た
駄
を
約
一
時

間
ゃ
に
一
且
っ
て
議
べ
ら
れ
た
。
部
ち
現
行
中
等
製
校
に
於
け
る
漢
文
敬
育
段
、

協
諾
科
の
附
鰯
的
な
も
の
に
考
へ
ら
れ
、
生
徒
の
単
一
4

脅
態
度
も
亦
之
に
感
じ

て
ゐ
る
現
肢
を
指
摘
し
、
漢
文
敬
脊
が
表
徴
せ
る
所
以
は
、
漢
文
数
授
の
目

的
を
良
に
認
殺
せ
ざ
る
殺
に
、
形
式
に
の
み
拘
は
れ
る
に
主
っ
た
と
と
、
及

び
設
問
並
び
に
襖
校
長
の
方
針
が
一
定
せ
ず
、
更
に
敬
授
者
自
身
の
率
力
不

足
絡
に
存
旅
す
る
。
市
し
て
之
を
雄
ん
に
す
る
銭
に
は
先
づ
事
力
識
見
を
録

ね
備
へ
た
る
教
員
の
溌
成
に
努
め
、
数
制
の
旗
般
を
開
削
附
仰
す
る
と
共
に
漢
文

、ss
J

の
普
及
を
矧
ら
点
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
は
、

A
鴎
民
数
〆
脊
に
於
て
漢
文
の
搬

入
芯
を
奥
へ
る
。
そ
の
匁
に
は
師
範
挙
校
に
於
げ
る
摸
文
敬
授
の
徹
底
を
期
し
，

、、.sJ

漢
文
の
力
あ
る
敬
制
を
各
小
梨
校
に
配
常
す
る
。
体
青
年
訓
練
所
に
撰
文
科

一
六
一
一

を
置
く
。

mw女
同
事
校
に
漢
文
科
を
設
く
c
m町
教
科
書
の
き
一
昔
。
撃
を
計
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
と
し
、
次
い
で
御
奉
駿
の
第
一
ニ
商
業
に
於
け
る
漢
文
教
授
の
現
紋

に
つ
い
て
迷
べ
ら
れ
、
種
々
漢
文
教
育
に
臨
す
る
極
め
て
有
益
な
話
が
あ
っ

た
。
我
事
舎
も
此
品
胞
に
第
二
年
を
迎
ヘ
、
諸
般
の
設
備
が
賂
z
完
成
し
、
笈
際

の
活
動
に
移
る
べ
き
時
が
来
た
。
我
撃
曾
の
使
命
は
震
の
事
時
を
究
明
し
新

設
を
宣
揚
す
る
に
あ
る
事
、
論
を
侠
た
ぬ
が
、
更
に
我
華
麗
の
後
命
で
あ
る
笠

際
教
育
に
織
し
で
も
そ
の
最
高
機
関
と
し
て
研
究
を
、
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
ヲ
て
、
此
の
特
に
営
っ
て
氏
の
御
講
演
は
大
い
に
参
考
と
す
ぺ
く
聴
講
者

一
一
向
熱
心
に
拝
聴
し
た
。

O
春
季
講
演
令

六
月
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り
、
漢
文
研
究
室
に
於
て
本
校
教
授
森
本

先
生
及
び
先
輩
藤
村
先
生
に
お
願
ひ
し
て
そ
の
御
研
究
の
一
端
を
お
何
び
す

る
を
待
た
。
探
諮
者
約
五
十
名
。
合
次
第
及
び
講
演
の
挺
概
は
左
の
如
く
で

あ
る
口

小

島

政

雄

氏

一
、
開
舎
の
鮮

一
言
年
務
引
文
の
奥
様
に
就
い
て

昭
和
八
年
度
下
宇
期
に
於
け
る
出
版
界
の
王
座
を
占
め
た
る
大
著
は
貨
に

謀
本
先
生
の
口
本
年
競
大
淑
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
研
究
殻
表
は
、

畿
の
立
弾
が
打
ち
出
さ
る
L

直
前
、
印
刷
捌
に
絞
ま
に
多
忙
を
極
診
て
居
ら
れ

た
擦
に
も
拘
ら
ず
、
我
接
脅
の
矯
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
生
は
先

づ
数
あ
の
中
で
我
年
競
引
文
の
衣
料
と
な
れ
る
も
の
論
語
・
学
総
以

森

本

角

薮

先

生



下
七
十
一
一
撃
を
示
し
、
次
い
で
年
獄
勘
文
引
胸
部
官
悶
と
そ
の
引
加
数
を
設
に

依
フ
て
翻
越
せ
ら
れ
た
。
糾
川
ほ
採
用
年
続
の
引
府
警
中
最
も
多
く
採
用
さ
れ

た
も
の
は
、
審
判
似
合
一
…
一
九
)
易
総
合
一
七
)
後
漢
番
(
ニ
問
〉
文
選
(
ニ
ニ
〉
漢
番

(
一
二
)
、
背
番
、
務
庇
持
(
各
二
ハ
)
詩
終
(
一
五
v
、
史
認
(
一
一
一
)
、
護
文
類

戎
(
九
)
、
蹴
詑
(
八
V

朱
帯
(
一
九
)
悲
子
、
定
伴
、
貞
親
政
要
、
維
披
典
制
(
舎

一
一
一
)
般
市
を
代
表
的
な
も
の
と
し
て
事
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
最
后
に
年
獄
引
文

典
籍
新
出
の
時
代
分
布
を
平
安
部
時
代
、
鎌
倉
時
代
、
吉
野
朝
、
北
朝
、
室

町
時
代
、
江
戸
時
代
と
区
分
し
、
各
時
代
別
に
懇
げ
ら
れ
た
年
続
問
文
の
典

籍
に
ワ
い
て
は
、
そ
の
典
一
絡
を
初
め
て
引
用

L
た
八
の
名
を
示
し
、
又
そ
の

典
籍
が
年
S

援
助
文
に
引
用
さ
れ
た
年
次
を
も
明
か
に
し
、
最
後
に
採
用
年
一
競

κ一
関
係
あ
る
前
文
の
典
撲
と
な
る
も
の
に
論
黙
を
築
設
し
て
翻
設
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
就
中
暗
示
に
富
ん
だ
研
究
方
法
と
、
著
貨
を
研
究
怒
度
と
は
大
い

に
聴
く
者
を
し
て
銘
記
せ
し
む
る
所
が
あ
っ
た
。

一
、
易
の
慌
平
ハ
に
就
い
て

藤

村

英

六

先

生

先
生
は
久
し
く
易
の
干
研
究
に
波
頭
せ
ら
れ
、
今
回
は
先
生
溺
庖
一
の
易
研
究

の
一
端
を
お
波
ら

L
下
さ
ワ
た
。
先
づ
先
生
は
自
ら
考
案
さ
れ
た
乾
坤
聯
卦

踏
を
一
部
、
さ
か
、
易
序
卦
氏
於
て
剥
卦
一
向
刊
誌
を
復
卦
誌
記
長
}
相
詩
せ
し
め
て
ゐ

る
が
、
さ
う
で
は
な
く
、
此
の
復
卦
は
括
卦
宣
言
主
欝
ず
べ
き
で
あ
り
、
随
ワ

て
臨
一
卦
一
一
一
一
誌
は
遮
卦
芸
誌
と
針
。
ナ
ベ
、
き
で
あ
る
み
」
蓮
ぺ
ら
為
、
之
を
額
一
示
し
、

か
L

る
見
方
よ
り
六
十
四
卦
を
考
察
し
て
此
盛
に
一
貫
し
た
易
躍
を
見
出
さ

れ
、
乏
を
表
現
ず

3
m
m
の
先
生
御
苦
心
の
結
晶
と
も
一
一
五
ふ
べ
き
八
卦
儀
荘
一
示

さ
れ
、
之
を
以
て
や
ノ
れ
ば
mm
の
凡
て

ρ
理
論
及
び
そ
の
設
く
所
の
現
象
が
大

解
す
る
ζ

と
が
出
来
る
と
、
そ
の
一
一
一
一
一
の
例
に
就
い
て
設
拐
を
加

へ
ら
れ
た
。
非
常
に
珍
-b
し
く
旦
ワ
興
味
深
き
講
演
で
大
い
に
有
益
で
あ
っ

た
と
共
に
先
生
の
御
熱
心
な
る
研
究
態
度
に
深
く
敬
服
し
た
。
向
先
生
に
は

「
易
の
新
研
究
」
の
撃
が
あ
る
。
就
い
て
参
照
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

一
、
関
舎
の
続

合

長

話‘

橋

。
森
本
・
熊
坂
@
岩
井
三
先
生
支
那
旅
行
坐
談
合

森
本
・
熊
故
・
荒
井
一
ニ
先
生
に
は
夏
休
中
を
科
用
し
て
約
一
ヶ
月
に
一
旦
り
南

北
支
潟
鮮
各
地
を
旋
行
せ
ら
れ
た
の
で
そ
の
数
迎
合
を
粂
ね
て
般
行
談
を
何

ふ
ぺ
く
九
万
三
十
日
(
土
V

午
後
一
時
よ
り
研
究
室
に
於
て
坐
談
合
を
行
っ

た
。
森
本
先
生
は
主
と
し
て
南
支
及
び
曲
阜
・
泰
山
に
就
い
て
、
熊
坂
先
生
は

北
卒
附
近
、
岩
井
先
生
は
満
鮮
に
ワ
い
て
、
放
行
中
の
数
あ
る
諦
話
や
夫
々

互
の
失
敗
談
そ
の
他
を
諾
n
y
A口
ひ
っ

L

親
祭
さ
れ
た
一
携
を
お
話
し
下
さ
ワ

た
。
一
偶
数
快
に
時
の
移
る
を
忘
れ
て
拝
聴
し
た
。

。
第
六
回
研
究
接
表
A

官
、
(
階
講
演
舎
)

十
月
七
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り
第
六
回
研
究
護
表
曾
を
漢
文
研
究
室
に
於

て
行
ひ
、
市
川
君
の
研
究
設
表
が
あ
ヲ
た
。
恰
も
北
平
東
方
文
化
事
業
部
の

橋
川
先
生
が
、
そ
の
二
三
一
日
誌
に
持
抑
制
さ
れ
た
の
で
未
だ
旋
援
の
整
理
も
つ

か
ぬ
、
お
忙
し
い
中
を
無
斑
に
講
演
を
お
額
ひ
し
た
c

夜
来
の
南
曇
の
空
は

一
段
と
九
段
一
惑
さ
を
-
加
へ
て
A
7
院
も
降
?
出
さ
ん
と

L
て
ゐ
た
が
、
】
そ
れ
に
も

諮
ら
ず
欝
講
者
約
八
十
名
?
非
常
な
感
舎
で
あ
ワ
た
。
護
表
並
び
民
講
演
の

一
六



概
要
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
車
一
徳
太
子
と
支
那
思
想

市

川

本

太

郎

君

民
は
、
翠
徳
太
子
の
多
く
の
御
事
館
中
、
最
も
支
那
思
恕
と
関
係
の
深
い

も
の
は
冠
伎
の
御
制
定
と
護
法
の
御
制
定
と
で
あ
る
が
、
特
に
冠
位
十
二
階

の
の
御
制
定
に
づ
い
て
述
べ
る
と
間
回
議
し
て
略
t

次
の
如
く
護
表
さ
れ
た
。

冠
牧
の
名
は
徳
仁
鰻
信
義
智
の
願
序
と
し
各
t

に
大
小
を
指
し
て
十
二
階

と
な
し
、
之
に
色
を
脱
営
し
て
箆
別
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
誌
に
疑
の
起
る

の
は
其
の
名
郡
が
徳
と
去
常
の
呂
と
を
用
ひ
で
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
其
の
版

序
が
仁
義
税
智
信
の
関
序
と
呉
っ
て
ゐ
る
紘
と
、
如
何
な
る
色
を
説
賞
、
し
た

か
占
一
広
ふ
ニ
駄
で
あ
る
。
こ
の
ニ
勲
を
解
く
に
は
五
行
思
想
を
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
D

議
仲
好
は
木
火
土
合
水
の
五
行
に
仁
智
信
義
雄
の
販
序
に
配
常

し
、
統
閣
は
仁
般
信
義
智
の
照
序
に
配
常
し
、
郵
玄
は
仁
競
智
義
信
の
限
序

に
舵
常
し
た
。
之
に
よ
り
て
見
れ
ば
冠
名
の
阪
序
は
班
崩
の
五
常
の
鮪
停
に

従
は
れ
た
本
が
切
か
で
あ
る
D

次
に
色
は
紫
背
赤
紺
銭
般
の
顕
序

r一
祝
常
し

た
と
の
文
が
職
原
抄
標
設
に
見
え
て
ゐ
る
が
続
は
し
い
。
色
も
五
行
思
想
に

従
ひ
木
火
土
金
水
に
管
赤
資
自
般
の
燃
序
に
舵
賞
し
た
一
点
色
を
用
ひ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
即
時
ば
れ
る
。
最
初
の
徳
は
一
九
常
の
自
で
は
な
い
か
ら
五
色
で

e

は
な
く
、
探
詮
の
如
く
紫
を
用
ひ
た
る
の
で
あ
ら
う
が
此
の
紫
色
は
鄭
玄
の

六
天
訟
の
紫
徴
宮
よ
り
採
れ
る
も
の
と
忍
ば
れ
る
。
紫
徴
の
諾
は
奈
良
朝
時

代
に
川
ひ
ら
れ
綬
日
本
紀
に
「
制
紫
徽
中
認
す
位
L
(

恕
一
武
帝
紀
)
「
藤
原
戟
伍

仲
脱
出
錦
紫
徽
内
相
」
(
孝
鰍
帝
詑
〉
と
見
え
て
ゐ
る
の
は
そ
の
一
鐙
と
混
し

得
る
の
で
あ
る
。
か
く
見
る
事
に
よ
っ
て
、
怨
位
。
制
定
は
支
部
思
想
に
依

一
六
回

ら
れ
た
る
事
泣
明
か
で
あ
る
。
と
n

極
め
て
興
味
あ
る
研
究
で
、
以
て
如
何

に
日
本
文
化
の
、
上
に
支
那
思
想
が
彰
饗
し
て
ゐ
た
か
を
窺
び
知
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
ふ
。

一
、
北
卒
支
那
準
界
雑
観

梼

川

時

雄

先

生

先
生
は
北
平
に
居
ら
れ
る
ζ

と
ニ
十
犠
年
、
そ
の
問
視
し
く
被
地
の
事
界

の
勤
き
を
観
察
し
、
又
自
与
も
そ
の
鵡
中
に
あ
り
、
最
も
よ
く
支
那
皐
界
の

事
情
を
熟
知
し
て
を
ら
れ
る
方
で
あ
る
。
先
づ
革
命
営
初
に
於
け
る
民
践
の

御
用
事
校
と
も
一
五
ふ
べ
き
北
京
大
撃
の
使
命
と
そ
の
敬
科
内
容
に
就
い
て
考

察
し
、
之
を
中
心
と
し
た
多
く
の
撃
者
の
動
き
を
仔
細
に
迷
べ
ら
れ
、
次
い

で
現
在
民
主
る
玄
で
北
京
大
事
・
師
範
大
串
等
を
競
っ
て
出
現
し
た
幾
多
の

皐
抵
、
及
び
撃
者
に
つ
い
て
一
々
そ
の
翠
瓜
性
格
及
び
そ
の
議
議
を
指
制
出
し

た
襲
荷
の
抜
雑
な
る
事
情
を
詳
細
に
旦
ク
手
に
取
る
如
く
指
誠
説
明
を
加

へ
、
更
に
そ
の
向
に
出
来
た
北
卒
樹
勢
館
、
東
方
文
化
研
究
所
舎
の
仕
事
、

そ
の
北
存
率
界
に
於
け
る
位
置
、
及
び
之
に
蹄
ず
る
製
者
に
ワ
い
て
詳
述
ぜ

ら
れ
、
務
執
非
常
に
熱
の
縫
っ
た
、
市
も
極
め
て
設
定
な
態
度
を
以
て
論
を

選
め
ら
れ
、
官
に
有
益
な
且
つ
印
象
深
い
講
演
で
あ
ヲ
た
。

終
っ
て
謎
表
に
訴
す
る
批
評
、
設
'
び
に
橋
川
先
生
を
中
心
と
し
た
歓
談
が

あ
ワ
て
、
感
守
強
に
午
後
六
時
間
脅
し
た
。

。
務
外
先
生
歓
迎
令

十
月
十
三
日
(
月
)
午
後
六
時
よ
り
新
宿
泊
十
字
に
て
、
橋
川
先
生
の
持
説

教
抱
合
が
行
ば
れ
た
。
諸
椅
・
内
野
'
近
藤
e

弔
問
・
原
・
高
揚
・
長
瀬
・
川
川
被
・
小



林
・
小
島
の
詩
先
生
、
務
先
輩
、
並
び
に
畢
生
一
同
が
列
席
し
て
晩
餐
を
共

に
し
た
。
席
上
競
橋
A
M
M

長
・
橋
川
先
生
の
御
挨
拶
が
あ
刀
、
更
に
構
川
川
先
生

は
間
席
必
一
番
に
開
削
す
る
極
め
て
有
益
な
御
研
究
の
一
端
を
御
波

b
し

下

さ

れ
、
次
い
で
様
々
な
興
味
あ
る
、
市
も
何
虎
迄
も
民
殺
な
談
話
に
時
の
過
仁
る

を
忘
れ
、
十
一
時
近
く
に
な
ワ
て
漸
く
間
合
し
た
。

。
秋
季
講
演
舎

十
一
月
四
日
(
土
)
午
後
一
時
よ

D
、
本
町
内
争
第
ニ
曾
議
祭
に
於
て
、
有
高
燥
・

山
口
霊
祭
常
雨
先
生
に
お
願
ひ
し
て
、
御
研
究
を
御
伺
ひ
す
る
を
得
た
、
聴
講

者
約
六
十
名
。
舎
の
次
第
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
間
合
之
続

一
、
古
代
儒
家
の
法
律
税

一
、
師
道
に
就
い
て

一
、
閉
舎
之
僻

小

島

敬

雄

氏

有

高

綾

歌

授

山

口

察

常

先

生

認-

。γ
向

橋

長

(
俗
、
有
高
・
山
口
雨
先
生
の
御
講
演
は
そ
の
略
記
を
夫
々
別
項
に
掲
載
し

た
0
〉

O
第
七
回
研
究
後
表
ん
初
日

十
二
月
二
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り
、
本
挙
期
最
後
の
研
究
溌
表
舎
が
漢
文

研
究
室
に
於
て
行
ぽ
れ
た
。
聴
読
者
約
五
十
名
、
左
の
如
き
護
表
を
傾
聴
し

た。

一
、
楽
律
に
就
い
て

渡

議

末

五

日

宏

氏
は
先
づ
、
先
秦
の
柴
律
、
漢
世
に
俸
ら
ず
、
且
つ
、
後
世
の
柴
律
幾
度

か
滅
亡
し
た
史
官
を
迷
べ
、
律
管
の
用
材
・
長
さ

-mmmに
闘
す
る
訴
訟
を
検

討
し
、
次
い
で
十
二
律
特
生
の
法
に
関
ナ
る
諸
設
を
迷
べ
、
史
認
・
創
玄
躍
注

等
の
設
を
是
と
さ
れ
た
。
文
、
五
理
・
七
翠
を
考
察
し
、
引
い
て
迷
宮
の
法
を

設
き
、
市
て
鄭
玄
得
心
所
諒
一
一
一
分
損
訴
の
法
は
、
管
口
柿
疋
を
考
慮
に
入
れ

ざ
る
札
上
の
怨
論
な
る
ζ

と
、
京
房
の
六
十
律
、
及
び
宋
代
の
一
一
一
百
六
十
律

も
遠
宮
の
法
の
不
切
な
る
所
を
合
理
的
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
努
力
の
結
果

で
あ
ヲ
て
、
質
験
上
、
賞
用
に
仕
い
す
べ
か
ら
ざ
る
ζ

と
を
設
さ
、
近
世
諸
家

が
笠
験
上
よ
り
特
持
出
し
た
十
二
律
管
相
生
の
方
法
を
迷
べ
ら
れ
た
。
市
て
最

後
に
、
第
律
が
幾
度
か
滅
亡
し
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
漢
代
九
寸
の
貰
銑
よ
り

一
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い
一
一
一
寸
九
分
の
管
長
が
、
呂
氏
春
秋
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
の

を
見
れ
ば
、
旦
ヲ
ニ
者
の
関
係
は
資
践
に
依
る
以
外
に
は
符
べ
か
ら
ざ
る
勤

よ
り
考
ふ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
先
泰
時
代
に
於
て
、
律
管
の
制
は
存
在
し
た
る

べ
き
こ
と
、
並
に
漢
以
後
、
紫
律
の
不
明
な
る
に
拘
ら
ず
、
代
々
の
正
史
の
・

律
暦
志
・
中
、
律
は
最
も
重
要
な
る
も
の
と
し
て
詑
さ
れ
、
旦
ワ
度
堂
衡
の
基

本
と
さ
れ
た
の
は
、
一
穫
の
不
可
思
議
な
る
現
象
で
あ
る
と
結
び
、
伶
紡
ヲ

て
、
律
が
そ
の
制
の
不
明
な
の
に
も
抱
ら
ず
、
後
世
ま
で
重
視
さ
れ
た
も
の

は
恐
ら
く
は
、
普
柴
魔
法
の
思
想
的
饗
形
的
遺
慰
で
あ
ら
う
と
云
は
れ
た
。

柴
律
に
関
す
る
研
究
は
種
々
た
る
駄
に
於
て
非
常
に
困
難
宏
伴
ふ
仕
事
で
あ

る
が
、
此
の
護
表
に
依
っ
て
そ
れ
需
の
駄
が
略
ミ
明
か
一
に
な
り
極
め
て
示
唆
‘

多
き
研
究
で
あ
っ
た
。

五



一
、
中
等
感
校
に
於
け
る
漢
文
教
授
の

安

際

に

つ

い

て

中

西

清

先

生

先
生
ほ
先
づ
中
等
製
夜
漢
文
教
授
安
息
に
於
げ
る
漢
文
教
授
の
自
的
と
、

今
回
改
正
さ
れ
た
誇
離
に
ヲ
い
て
述
べ
ら
れ
.
次
い
で
漢
文
の
質
際
指
導
を

な
す
際
に
於
て
行
っ
て
ゐ
る
教
授
方
法
に
就
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
邸
ち
教
材

の
取
扱
ひ
と
し
て
、
一
、
精
稜
教
授
、
一
一
、
素
設
教
授
、
三
、
白
文
練
習
、

回
、
文
法
務
法
の
臨
俸
を
掲
げ
ら
れ
、
又
焚
際
教
授
に
常
つ
て
は
常
に
み
一
課

の
取
放
を
な
し
、
文
会
一
種
を
理
脅
し
、
み
一
般
の
思
想
を
抱
促
ず
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
教
授
者
は
教
材
糊
併
を
擁
立
し
、
教
授
要
旨
及
び
教
授
過
程
を
定

め
ね
は
な
ら
ぬ
u

一
郎
し
て
教
授
遇
税
と
し
て
は
、

A
、
文
窓
の
想
定
、

B
、

文
窓
の
扮
開
設
〔
部
及
び
一
掛
勾
の
機
一
一
一
m
v
c
、
批
評
鑑
笠
等
を
馨
げ
、
出
陣
の

衰
を
例
に
採
ヲ
て
、
之
を
呉
般
的
に
設
問
さ
れ
た
。
そ
の
他
究
際
教
授
に
常

っ
て
必
一
安
な
る
事
演
を
迷
ベ
、
我
々
将
来
安
際
教
授
に
立
た
ん
と
す
る
者
に

取
っ
て
無
上
の
参
考
と
な
づ
た
口

。
第
八
回
研
究
後
表
舎

昭
和
九
年
二
月
十
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り
漢
文
研
究
家
に
於
て
、
今
年
度

最
務
の
研
究
表
合
が
行
は
れ
た
。
総
識
者
約
間
十
名
、
左
の
如
き
溌
表
立
傾

聴
し
た
。

日
本
番
紀
に
残
存
せ
る
支
那

古
韻
に
就
い
て

安永絵

手怠屯キJ

~ト手1J

ト行

会)1 ~~ 
・5

民
は
、

に
現
ば
れ
た
特
殊

一
六
六

方
ン
コ

γ

ブ

コ

ト

ト

ム

磁
・
斤
・
沙
・
競
・
柔
e

耽
・
等
を
摘
出
し
、
然
る
後
に
之
等
諾
字
の
所
麗
韻
に

よ
っ
て
ふ
ま
れ
て
ゐ
る
押
韻
例
を
詩
絞
・
老
子
・
管
子
・
等
に
求
姉
、
之
に
散

っ
て
今
昔
又
は
名
時
代
の
説
話
拳
者
に
依
っ
て
一
京
ち
れ
た
る
反
切
の
み
に
て

ピ
、
，
理
解
し
符
な
か
づ
た
識
字
が
、
意
同
紀
音
を
穫
ξ

仁
、
加
ふ
る
に
我
い
か
趨

の
幾
多
の
古
典
、
就
中
金
五
文
撃
に
残
ヲ
て
居
る
特
殊
の
字
是
認
を
綜
と
し
て

推
察
す
る
惑
に
依
っ
て
、
極
め
て
合
理
的
に
古
代
の
抑
議
文
を
解
懇
し
符
る

事
を
逮
ぺ
、
散
っ
て
書
紀
等
に
残
存
せ
る
学
普
と
そ
玄
と
と
に
支
那
古
誤
心

部
影
で
あ
っ
て
新
附
学
研
究
上
に
於
け
る
賞
設
な
読
料
で
あ
る
と
踏
ぜ
ら
れ

た
G

品
憎
め
て
示
唆
多
き
存
袋
な
酪
控
で
あ
っ
た
。

一
、
楚
辞
離
騒
第
忍
考

j

二

百

1
j
h
E
hド

一

夫

新

氏
は
先
づ
十
以
来
の
敷
設
を
掲
げ
て
、
離
騒
の
名
義
の
「
経
楚
」
な
る
可
き
こ

と
を
論
定
し
、
禁
の
作
成
の
時
期
は
此
を
本
文
に
就
い
て
み
て
も
、
叉
他
の

古
認
に
察
し
て
も
、
綾
一
土
一
一
一
十
年
以
後
、
頃
装
正
一
一
一
年
の
向
に
求
む
可
し
と

伐
し
、
依
っ
て
そ
の
作
成
の
動
機
を
一
瞥
し
、
」
次
い
で
、
離
騒
が
、
綜
賦
史

上
、
乃
京
支
掠
文
撃
史
上
、
如
何
な
る
地
位
を
い
山
む
る
、
も
の
な
る
か
を
推
考

し
、
後
世
文
革
へ
の
影
響
の
一
斑
を
翠
げ
て
此
を
安
殺
し
つ
λ

、
其
の
論
を

結
ば
れ
た
。
怒
め
て
明
快
な
且
つ
的
確
な
論
泣
に
し
て
市
も
経
始
熱
の
銀
ヲ

た
研
究
で
あ
ワ
た
。

。
報て

本
曾
昭
和
八
年
度
委
員
氏
名



庶
務
部

研
究
部

小

林

信

明

小

島

政

雄

小
湘
伸
文
四
郎

竹

倉

二

郎

小
林
一
一
括
部

L
i
 

品
器
開
H

渡

謹

末

吾

高

木

位

松

村

和

行

間

阪

猛

雄

和

徳

定

芳

編
幹
部

脅
計
部

一
、

A
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主

O
、
一
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、

五
I I 

位
シ
ヘ
年
度
は
昭
和
九
年
一

月
末
自
ま
で
の
ん
官
計
と
す
。

的

訪一
、
本
問
中
昭
和
八
年
度
講
義
題
目
(
漢
文
撃
に
関
す
る
も
の
)

¥
支
那
の
家
族
J
J

経
撃
に
於
け
る
特
殊
問
題
(

i

)
/

度

に

つ

い

て

¥

諸

橋

子受

~~ 

府

易

注

統

(

演

習

)

諸

橋

教

授

図

誇

(

演

習

)

諸

橋

敬

授

舟
難
住
統
(
蛮
習
V

内

野

助

教

授

由

民

長

鐙

集

(

演

習

〉

内

野

助

教

授

詩

藤

投

識

(

槙

脅

)

島

国

講

師

日

本

摸

文

挙

史

安

井

講

締

戯

曲

小

説

史

盤

谷

議

前

漢

貌

柴

府

の

研

究

石

田

講

師

上

代

支

那

哲

単

一

主

(

哲

町

学

科

)

宇

野

教

授

支

那

道

徳

史

(

倫

理

準

科

)

服

部

講

師

つ
本
準
今
年
卒
業
合
員
及
び
卒
業
論
文

市
山
本
太
郎

上

島

一

夫

援

護

末

吾

我
閣
の
律
令
に
及
ぼ
し
た
る
支
那
文
化
の
影
響

楚
野
の
研
究

「
詩
と
繋
」
1
8
1
玄
事
止
し
て
の
詩
よ
り
、
艇
と
し
て

の
詩
へ
の
縛
換
に
欝
ず
る
考
察
想
定
。

一
六
七



編

輯

後

記

内
外
多
端
な
、
岡
崎
を
奉
げ
て
の
非
常
時
局
に
常
っ
て
、
昨
年
末
の
御
慶
事

は
、
我
々
を
し
て
燭
家
の
前
途
に
絶
大
な
光
明
を
怠
出
さ
し
め
る
と
共
に
侍

一
一
躍
の
緊
援
と
努
力
と
を
銭
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
一
式
ふ
決
心
を
抱
か
し
め
ま
し

た
。
我
製
曾
も
創
立
以
来
早
く
も
二
年
を
終
ら
ん
と
し
、
諸
般
の
設
儲
は

略
z
完
成
し
、
続
1

新
遣
の
簡
明
に
努
め
、
以
て
国
家
に
貢
献
せ
ん
・
と
、
日

々
そ
れ
を
の
み
念
綴
と
致
し
て
居
り
玄
す
。
此
の
時
に
蛍
ヲ
て
、
本
合
第
二

週
年
の
総
決
算
と
も
一
辺
ふ
べ
き
曾
報
第
一
一
探
を
後
刊
す
る
を
符
ま
し
た
こ
と

は
我
々
の
欣
幸
に
堪
へ
な
い
所
で
あ
り
ま
す
。

本
腕
仰
は
越
川
¥
る
一
年
間
本
曾
に
於
て
錆
さ
れ
た
講
演
の
筆
記
、
並
び
に
曾

員
の
研
究
論
文
を
拐
載
し
、
我
曾
の
進
み
来
づ
た
跡
を
皆
様
に
御
覧
綴
ふ
次

樹
別
で
あ
り
ま
す
。
唯
1

編
斡
者
の
不
酬
の
矯
め
、
種
々
の
黙
に
於
い
て
飲
路

が
あ
る
事
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
鮎
は
何
卒
御
了
恕
下
さ
る
稜
お
願
ひ
致
し

ま
す
。

有
潟
、
山
口
雨
先
生
の
御
研
究
は
本
曾
秋
季
講
演
舎
に
於
て
、
w
〈
内
野
先

生
の
御
研
究
は
事
生
の
偶
め
の
特
別
講
義
に
於
て
、
講
演
さ
れ
た
時
の
事
生

の
鍛
認
を
慕
に
し
て
、
総
幹
部
に
於
い
て
作
成
致
し
ま
し
た
も
の
故
、
諸
先

生
の
濯
を
充
分
お
俸
へ
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と

深
く
箆
へ
て
舟
り
ま
す
。
此
の
鮎
諸
先
生
並
び
に
税
者
の
皆
様
に
お
花
び
申

し
上
げ
ま
す
。

一
六
八

舎
報
第
一
競
に
於
て
申
し
上
げ
ま
し
た
一
如
く
、
本
曾
報
は
近
き
将
来
に
於

て
、
少
く
も
年
二
四
位
は
護
刊
致

1
1

次
第
に
捜
隣
誌
と
し
て
の
貨
を
事
ザ

る
べ
く
努
力
致
し
て
居
り
ま
す
が
、
信
ほ
曾
員
諸
資
に
於
て
J

本
準
曾
並
び

に
本
曾
報
に
擁
し
、
御
希
望
御
意
見
年
が
御
坐
い
ま
し
た
ら
河
卒
御
一
不
敬
下

さ
る
様
。
御
願
ひ
致
し
玄
ナ
。

最
後
に
皆
様
の
御
健
勝
を
お
断
り
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
何
卒
今
後
益
ミ
本

製
曾
の
伐
に
御
提
助
御
指
導
を
賜
は
ら
ん
こ
と
を
切
に
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

昭
和
九
年
一
月
二
十
五
日

和昭 和昭

九九 渓
後 f.p r:p 総 年年

i文1T j出 ~lÌjJ およ
月月

Of Oi・ 者 者 サニ ー組すA
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東京 東3文 東京 東京文:護r:p
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東
京
文
器
科
大
同
学
漢
文
畑
町
十
舎
舎
郎

一
、
本
合
ハ
東
京
文
理
科
大
愚
漢
文
事
曾
ト
税
シ
、
事
務
所
ア
東
京
文
躍
科

大
盟
申
漢
文
皐
研
究
室
内
一
一
置
ク

ニ
、
木
曾
ハ
漢
文
摂
ノ
研
究
及
ピ
普
及
ア
闘
ル
ア
以
テ
目
的
ト
ス

一
一
一
、
本
曾
ノ
合
員
内
定
ノ
人
々
ア
以
テ
組
織
ス

ー
東
京
文
器
科
大
準
決
ピ
東
京
高
等
郎
続
事
校
漢
文
準
科
関
係
ノ
数

官
並
一
一
講
師

2

東
京
文
溜
科
大
陸
・
漢
文
準
科
生
及
び
卒
業
生

3

東
京
高
等
師
範
問
中
校
文
科
第
二
部
(
鴎
漢
)
生
徒
及
び
卒
業
生
中
漢

文
研
究
一
一
篤
志
ナ
ル
者

生
共
ノ
他
ノ
漢
文
部
ア
研
究
一
一
篤
志
ナ
ル
者

問
、
本
曾
ノ
主
ナ
ル
事
業
左
ノ
如
シ

-

研

究

設

表

曾

2

講

演

曾

3

研

究

族

行

委

雑

誌

5

其
ノ
他
必
要
ナ
ル
事
項

近
、
本
官
一
一
定
ノ
役
員
ァ
置
ク

-

令

長

一

名

顧
問
溶
干
名

評
議
員
若
干
名

委

員

十

名

2 3 条

六
、
曾
長
山
本
A
W
M

ア
代
表
シ
、
曾
務
ァ
総
刷
出
ス

顧
問
ハ
曾
長
ノ
諮
諒
一
一
賂
ズ

評
議
員
ハ
評
議
員
合
ア
組
織
ス

評
議
員
曾
ハ
合
長
之
ァ
忍
集
シ
、
設
嬰
ナ
ル
合
務
ア
議
ス

官
長
ノ
委
甥
ニ
ヨ
リ
評
議
員
中
一
名
ア
曾
計
段
骨
ト
ス

委
員
ハ
令
長
ノ
指
示
ア
受
ケ
、
曾
/
研
究
、
曾
計
、
編
料
ノ
事
務
ア
分

撚
ス

七
、
曾
長
一
一

ρ

東
京
文
理
科
大
事
漢
文
民
子
科
、
主
任
教
授
ア
推
ス

評
議
員
ハ
東
京
文
型
科
大
製
並
一
一
東
京
高
等
師
範
削
学
校
漢
文
皐
科
関
係

ノ
設
官
講
師
及
ピ
其
ノ
他
一
一
ツ
キ
一
ア
合
長
之
ァ
委
賜
ス

顧
問
ハ
評
議
員
曾
ユ
テ
之
ア
抗
議
ス

来
官
民
ハ
東
京
文
理
科
大
町
内
十
漢
文
向
学
科
目
学
生
中
ヨ
リ
六
名
、
其
ノ
他
ヨ
リ

西
名
、
曾
員
ノ
互
選
一
一
ヨ
リ
テ
選
出
シ
其
特
期
ァ
一
ヶ
年
ト
ス
、
但
シ

重
任
ア
妨
ゲ
ズ

八
、
本
曾
曾
別
ノ
饗
吏
ハ
評
議
員
曾
ノ
議
決
ァ
総
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

九、

A
W
員
ハ
舎
費
年
制
金
査
開
ァ
約
ム
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

府

内

規

一
、
東
京
文
理
科
大
祭
漢
文
同
学
科
卒
業
生
並
一
一
山
学
生
ハ
命
日
投
ノ
外
別
一
ヶ
年
額

金
笠
間
ア
納
ム
可
キ
コ
ト

一
、
東
京
高
等
師
範
挙
校
生
徒
円
令
報
雑
誌
貸
出
お
ト
シ
テ
金
一
九
拾
銭
ア
総
入

ス
ル
コ
ト

一
、
容
員
ノ
改
選
ハ
二
月
中
一
一
行
フ
コ
ト

以

J二
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